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大会名 第２６回 全国高等学校男子ソフトボール選抜大会
14

（戦 評） 日本文理高校が　９回タイブレーカーを制し　三回戦進出。

 

沖縄県立美来工科高等学校    

 

日本文理高校は、初回先制し、タイブレーカーの９回二番山本の中前打で一・三塁、
五番小竹の内野ゴロの間に得点を挙げ勝利した。　　美来工科高校は３回二死後３連
打で同点としたが、９回タイブレーカーで敗戦した。

貝増　英樹 （一塁塁審） 小笠原　良子 （二塁塁審） 伊世　健二 （三塁塁審）

日本文理高等学校  

本  塁  打 三  塁  打 二  塁  打

日本文理高等学校 ○吉田　大祐        小竹　大樹  

●楚南　龍人        比嘉　優一  沖縄県立美来工科高等学校
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９回タイブレーカー


